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連載　改善の手順
～QCストーリーとその選択～

　QC的問題解決法を実施するための第２のカギである「問題解決の手順」について解説していきます。現
在、問題解決の手順は４つあり、誕生した順に「問題解決型ＱＣストーリー」、「課題達成型ＱＣストーリ
ー」、「施策実行型ＱＣストーリー」、「未然防止型ＱＣストーリー」となります。第２回と第３回で問題
解決型ＱＣストーリーの概略を解説します。

 　「ＱＣサークルやＱＣチームなどで改善活動や問
題解決の活動を行ったあとで、その活動成果を報告す
る際の筋書き」をＱＣストーリーといいます。1993
年まではＱＣストーリーと問題解決の手順という表現
が広く使われていました（表２参照）。1993年に課
題達成型ＱＣストーリーが発表され、それまでのＱＣ
ストーリーを問題解決型ＱＣストーリーと呼ぶように
なってきました。その後、施策実行型ＱＣストーリ
ー、未然防止型ＱＣストーリーが誕生してきました。 

１．QCストーリーって何？

２．問題解決型ＱＣストーリー
　問題解決型ＱＣストーリーは、改善の基本です。問
題を引き起こしている原因を追究し、明確になった原
因を排除する対策案を考えて実行するという論理的に
改善を進める手順です。７つの手順から成り、表2の
手順４～手順10の部分が問題解決型ＱＣストーリー
です。

手順１　テーマの選定

 年度方針・目標との整合をはかりながら、取り組む
問題解決のねらいを明確にし、テーマを決めます。 

（次ページへつづく）

実施内容

1）職場の品質、原価、納期などの現状と目標値とのギャップや「見える化」から顕在した問題点・不具合
　   を抽出し、整理します。
2）抽出した問題点・不具合を、部門・職場の方針、期待効果、実現性などの項目で評価し、取り組むべき
　  テーマを決定します（図２参照）。
3）テーマを選定した理由や背景を明確にします。
4）テーマ名を正式に決定するのは、現状把握が終わった段階もしくは目標設定段階でかまいません。テー
　  マの選定の段階では、仮のテーマ名でかまいません。テーマ名は、「お客様相談室におけるクレーム件
　   数の低減」のように、「〇〇における△△の××」にするとよいです。
 　　〇〇：どの範囲の（製品名、工程名、作業名など）
 　　△△：何を（改善によって良くしたい対象）
　　××：どうしたい（削減、低減など） 



連載　改善の手順
～QCストーリーとその選択～

　選定されたテーマについて、現状はどうな
っているのかを調査し、改善によって良くし
たい対象に関する悪さ加減、すなわち、特徴
や変化点を正確に把握することによって要因
解析する特性を明確にします。さらに、目標
の３要素で目標を設定します。

手順２　現状の把握と目標の設定

1）テーマ選定された問題点・不具合の状況
　  から改 善対象（改善によって良くしたい
　   対象、専門用語では管理
 　  特性という）を決めます。
2）改善対象の推移やばらつきを調べ、現状
　  レベルを把握します（図３参照）。

実施内容

3）改善対象の悪さ加減に特徴的なことはないか、層別を活用して現状の現象を正しく把握します。
4）分析した結果や作図ごとに「わかったこと」を書き出します（図３参照）。
5）「わかったこと」の中から改善対象を構成している具体的な問題点を重点指向で特定できるようであれば、
　　現状把握は終わりです。現状把握のまとめを作成しておくとよいです。
6）目標の３要素（何を：改善対象、いつまでに：期限、どうする：目標値）を設定します。
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